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問。電量開
こ
の
ほ
ど
当
町
に
、
県
下
で
3
番
呂

の
海
洋
少
年
団
が
誕
生
し
、
町
の
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
海
の
よ
う
な
広
い
心
で
団

結
し
、
す
べ
て
の
人
を
友
と
し
、
体
を

き
た
え
、
心
を
や
し
な
い
、
り
っ
ぱ
な

海
の
子
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
と
、
昨
年

初
月
に
団
員
を
募
集
し
、
応
募
し
た
小

学
校
1
年
か
ら
5
年
ま
で
の
男
・
女
団

員
同
名
で
、
去
る
6
月
5
臼
に
盛
大
に

結
図
式
を
行
な
い
、
大
洗
海
洋
少
年
団

(
小
幡
五
期
盟
長
)
と
し
て
発
足
し
た

も
の
で
す
。

結
印
式
は
天
気
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、

東
京
・
千
葉
・
埼
玉
・
一
福
島
・
と
地
元

茨
城
の
各
県
か
ら
四
回
の
海
洋
少
年
団

の
訪
日
さ
ん
約
制
名
が
参
加
し
、
県
欝
音

楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ

l
ド
隊
、
那
珂
湊
海

上
保
安
部
、
大
洗
欝
察
官
幹
部
派
出

所
、
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支

部
な
ど
、
関
係
各
機
関
の
協
力
の
も
と

に
役
場
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
大
洗

団
・
菅
谷
捨
事
務
局
長
の
経
過
報
告
、

国
旗
、
出
旗
輩
、
間
畏
証
等
の
授
与
、

居
間
只
申
立
続
行
、
来
資
挨
拶
な
ど
滞
り
な
く

進
行
し
ま
し
た
。

式
典
閉
会
後
は
直
ち
に
記
念
行
事
に

移
り
、
畑
町
饗
ご
自
慢
の
カ
ラ

i
ガ
!
ド

隊
を
先
顕
に
音
楽
隊
、
海
洋
少
年
団
鼓

笛
隊
、
参
加
全
国
異
で
会
場
か
ら
魚
市

場
ま
で
の
海
岸
道
路
を
パ
レ
ー
ド
し
、

観
閲
の
あ
と
市
場
前
岸
壁
に
接
岸
さ
れ

た
海
上
保
安
部
の
巡
視
艇

J
め
か
ぎ
々

か
つ
く
ば
H

の
2
隻
に
分
乗
し
、
一
平
磯

沖
ま
で
約
的
分
聞
の
体
験
乗
船
を
行
な

い
ま
し
た
。
少
年
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

は
じ
め
て
乗
る
巡
視
艇
に
大
変
な
喜
ぴ

ょ
う
で
、
'
有
意
義
の
裡
に
全
行
事
を
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

大
洗
海
洋
少
年
団
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
と
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

過
日
、
朝
日
新
聞
社
と
財
団
法
人
森

林
文
化
協
会
が
共
催
し
て
行
な
っ
た
、

全
国
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
幻
世
紀
に
残
し

た
い
日
本
の
自
然
一

O
O選
」
に
、
溜

沼
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て

永
遠
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
緑
の
自

然
を
、
幻
世
紀
に
向
っ
て
、
人
々
の
深

い
愛
情
と
努
力
に
よ
っ
て
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

守
り
残
す
べ
き
臼
本
の
自
然
「
一

0
0

選
」
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
本
県
か
ら

溜
沼
と
奥
久
慈
渓
谷
の
ニ
つ
が
遊
ば
れ

た
も
の
で
、
去
る
6
月
1
日
に
関
係
市

町
村
に
選
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
釘
は
、
こ
の
凋
沼
を
は
じ

め
、
海
や
河
川
、
そ
れ
に
繰
の
台
地
と

美
し
い
自
然
の
恵
を
い
っ
ぱ
い
に
享
受

す
る
豊
か
な
町
で
す
。
こ
こ
で
生
活
す

る
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
自
然
を
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
心
と
努
カ
で
後
世
に
引
き
継
い
で

行
く
義
務
を
、
ま
た
負
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
手
で
自
然

の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

式典とパレード〈写真・辻彦三氏・提供〉海洋少年屈の仲間たち

中
で
暮
ら
じ
、
成
虫
に
な
っ
て
か
ら

は
、
一

1
二
週
間
し
か
生
き
ら
れ
な

い
そ
う
で
す
。
一
短
い
地
上
で
の
生
活

を
鳴
く
こ
と
で
自
分
の
存
在
を
示
す

木
立
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
に
聞
こ

l
iこ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら

え
る
セ
ミ
の
声

l
lセ
ミ
時
雨
は
夏
セ
ミ
の
声
を
聞
く
と
、
自
然
の
生
命

の
風
物
詩
の
一
つ
で
す
。
の
尊
き
を
感
じ
き
せ
ら
れ
ま
す
。

セ
ミ
時
雨
と
い
う
と
ミ

l
ン
ミ
ン
七
月
は
自
然
に
親
し
む
絶
好
の
季

ミ
ン
と
鳴
く
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
を
思
い
節
。
総
理
一
府
の
「
自
然
保
護
に
関
す

浮
か
べ
ま
す
が
、
ほ
か
の
種
類
の
セ
る
世
論
調
査
」
(
昭
和
五
十
六
年
六

ミ
は
ど
ん
な
鳴
き
方
を
す
る
の
で
し
月
調
恋
)
に
よ
る
と
「
自
然
を
保
護

ょ
う
。
試
み
に
百
科
事
典
(
万
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
か

宥
百
科
事
典

1
小
学
館
)
か
は
開
印
ど
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対

ら
、
い
く
つ
か
セ
ミ
の
鳴
き
一

R
P

し
、
九
四
%
が
大
切
だ
と
答

声
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
お
エ
「
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
然

分
か
り
で
す
か
。
例
粧
崎
司
保
護
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、

ギ
ー
ギ

i

七
一
一
一
%
が
関
心
が
あ
る
と
答

カ

ナ

カ

ナ

守

九

え

て

い

ま

す

。

ム
ゼ

l

ム

ゼ

!

毎

年

七

月

二

十

一

日

か

ら

ウ

ィ

ー

ン

ウ

ィ

ー

ン

静

静

八

月

二

十

日

ま

で

、

環

境

庁

ミ
ョ

l
キ

ン

ケ

ケ

ケ

軍

司

主

催

で

「

自

然

に

殺

し

む

遼

オ
l
シ

イ

ツ

ク

ッ

ク

動

」

が

行

わ

れ

ま

す

。

こ

の

:
:
鳴
き
声
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
期
間
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
七
月

も

の

で

す

ね

。

二

十

七

、

二

十

八

日

の

二

日

間

、

霧

セ
ミ
は
幼
虫
の
期
間
を
数
年
か
島
屋
久
国
立
公
開
国
内
の
掛
慰
地
区
で
、

ら
、
長
い
も
の
で
は
十
七
年
も
土
の
第
二
十
五
回
「
自
然
公
園
大
会
」
が

水の誘惑

思わぬときに事故は起こる

本
文
中
の
セ
ミ
の
鳴
き
声
は
、
願
に

エ
ゾ
ゼ
ミ
、
ヒ
グ
ラ
シ
、
ハ
ル
ゼ
、
ミ
、
又¥
 

ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
、
ミ
、
三
¥
ミ
ヨ

i
キ
ン
ゼ
、
ミ
、
又¥
 

ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
で
す
。

夏の暑さはわたしたちを水辺へと駆り立てます。海、

)11、谷川のせせらぎ、……。 Jiiま水が恋、しくなる季節です。

しかし、わたしたちが水と親しくなるほど、水難事故

が多くなることも見逃がせません。事故の大半は 6月 ~

8flの間に集中しているのです。

水の犠牲者の 4割近くは中学生以下の子供です。 57年

の6月から 8月までに水死したり、行方不明になった子

供(中学生以下)は 401人。このうち、子供だけで事故に

遭ったというのが7翻(281人)、残りの 3割(120人)は

保護者が近くにいながら水の犠牲となっています。

子供の水難事故は思わぬとき思わぬ場所で起こります。

子供だけで，*泳や魚釣り

に行かせないのはもちろ

ん、一緒に海や)11へ行っ

たときは、子供のことを

心にしっかりとつなぎと

めておきましょう。
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弘、

悲
惨
な
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
は
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
な
か

な
か
減
ら
な
い
で
い
る
の
が
現
実
で
す
。

ヶ
く
る
ま
社
会
似
の
出
?
で
の
弱
者
は

「
子
供
と
老
人
」
と
言
わ
れ
、
や
で
も

特
に
子
供
の
事
故
の
占
め
る
割
合
が
非

常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
交
通
事
故
か
ら
子
供

た
ち
を
守
ろ
う
と
、
磯
浜
小
学
校
P
T

A
(
石
田
和
男
会
長
)
で
は
、
全
校
児

童
よ
り
交
通
安
全
標
語
の
募
集
を
行
な

い
ま
し
た
。

ら書留

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰

れ
で
も
出
来
る
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
い
う
こ
と
で
、
職
場
や
家
庭
の
婦
人

や
子
供
会
の
方
々
に
合
切
手
の
収
集
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
古
切
手
は
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
中
央
に
送
付
し
、
ネ
パ
ー

ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
な
ど
の
発
展
途
上
国
の
人
た
ち
の
医

薬
品
や
医
療
機
器
の
購
入
資
金
に
当
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
切
手
ニ

O
O枚
分
は
B
C
G
の
注

射
1
人
分
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で

す。
ど
こ
の
家
庭
に
も
、
そ
し
て
職
場
に

も
あ
る
「
使
用
済
み
の
切
手
」
が
こ
の

よ
う
に
役
立
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
町

民
の
み
な
さ
ま
が
こ
の
収
集
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
是
非
参
加
さ
れ
る
よ
う
お

「
交
通
安
全
は
{
丞
短
か
ら
」
と
の
、
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
家
族
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
標
語
を
一
作
る

方
法
で
実
地
、
そ
の
結
果
問
点
の
作
品

が
集
ま
り
、
先
生
方
の
審
査
に
よ
り
幻

点
〔
別
掲
〕
が
入
選
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

P
T
A
校
外
補
導
委
員
会
で
は
早

速
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
手
で
看
板
に
仕

立
て
去
る
6
月
9
8
磯
浜
小
学
校
学
区

内
の
交
差
点
や
横
断
歩
道
、
通
学
路
等

幻
ヶ
所
に
設
置
し
、
交
通
安
全
を
よ
び

か
け
ま
し
た
。

昭和58年7月1日

顕
い
い
た
し
ま
す
。

参
加
の
方
法
は
封
筒
や
ハ
ガ
キ
か
ら

切
手
の
周
間
五
ミ
リ
く
ら
い
の
余
白
を

残
し
切
り
取
り
、
大
洗
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
(
役
場
内
)
ま
で
お
届
け

い
た
だ
け
ば
結
構
で
す
。

現
在
次
の
方
々
が
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

収
集
い
た
だ
い
た
古
切
手
は
す
べ
て

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
い
た
し
ま
し

た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

。
協
力
者
名

栗
毛
光
子
、
大
倉
朋
子
、

葵
子
供
会
、
常
銀
大
洗
支
脂
、

教
育
委
員
会
、
広
報
公
務
室
、

商
工
観
光
課
、
水
道
課

(
敬
称
略
)

。
あ
ぶ
な
い
よ
ま
え
み
て

み
ぎ
み
て
ひ
だ
り
み
て

一

年

渡

辺

由

香

里

o
m
A
A
下
校
馴
れ
た
道
路
と
治
樹
せ
ず

必
ず
確
認
み
ぎ
ひ
だ
り

一

年

青

山

義

友

O
気
を
つ
け
よ
う
車
の
か
げ
に

ま
た
率一

年

金

田

亜

紀

子

。
あ
ぶ
な
い
よ
車
の
か
げ
の

か
く
れ
ん
ぼ

一

年

関

根

厚

夫

O
ち
ょ
っ
と
ま
て
率
の
と
ぎ
れ
る
時
は

き
っ
〉
7
¥
る

一

年

湯

浅

全

世

O
ゆ
ず
り
あ
い
ま
る
い
心
で

安
全
運
転

二

年

間

山

竜

O
赤
な
の
に
と
び
出
す
続
を

子
が
ま
ね
る

こ

年

関

根

淳

一

O
あ
ぶ
な
い
ぞ
子
供
が
な
ら
ん
で

歩

く

道
二

年

佐

藤

健

一

O
あ
わ
て
な
い
背
信
号
ま
て

も
う
す
こ
し

一
一
一
年
黒
沢
世
津
子

。
危
い
よ
横
に
並
ん
だ

お

友

達
三

年

士

口

漂

真

樹

O
確
か
め
て
道
路
を
渡
る

よ
い
子
た
ち

四

年

石

渡

一

花

子

。
止
ま
っ
て
い
る
車
も

急
に
走
り
出
す

四

年

久

米

信

一

O
飛
ぴ
出
す
な
車
が
見
え
な
い

ま
が
り
角

田

年

土

地

克

幸

O

「
ア
ッ
、
あ
ぶ
な
い
!
」
道
路
は

君
た
ち
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
い

四

年

桜

井

知

明

。
危
険
が
い
っ
ぱ
い
交
差
点

正
し
く
渡
る
よ
い
子
達

五

年

石

井

健

一

O
小
さ
な
注
意
大
き
な
安
全

五

年

倉

本

桜

O
注
意
し
て
さ
ら
に
ま
た
注
意
し
て

ハ
イ
横
断

五

年

高

橋

秋

O
手
を
あ
げ
て
と
ま
っ
た
車
に

あ
り
が
と
、
っ

五

年

飛

田

真

由

美

O
あ
ぶ
な
い
よ
道
路
で
遊
ぶ
子

ふ
ざ
け
る
子

六

年

打

越

悦

子

O
知
ら
ぬ
間
に
危
険
を
乗
せ
て
る

二
人
乗
り

六

年

倉

本

燕

O
ア
ッ
、
あ
ぶ
な
い
子
供
は
動
〈

赤

信

号
六

年

小

磯

美

首王，山、事己

納
付
時
期
が
事
ま
し

個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
か

か
る
個
人
事
業
税
の
路
年
度
第
一
期
分

の
納
付
期
限
は
8
月
幻
呂
で
す
。
納
税

通
知
警
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

納
付
方
法
に
は
直
接
金
融
機
関
か
ら

納
め
る
も
の
と
、
口
座
振
替
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
口
座
雲
高
度
は
、
事
業
主

の
山
首
さ
ん
の
取
引
き
金
融
機
関
(
郵
便

町
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
善
意
銀

行
に
、
昭
和
昨
年
3
月
以
降
次
の
寄
付

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
付
の
ご
趣
旨
を
生

か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
潟

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
一
金
拾
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
一
四
九
番
地

自
国
一
部
殿

O

一
金
五
万
円
也

大
洗
町
大
賞
町

恵
泉
保
育
菌
母
の
会
殿

o
一
金
六
千
九
百
円
也

(
度
名
希
望
)

白
田
一
郎
様
よ
り
の
ご
寄
付
は
、
亡

父
さ
ま
の
法
嘉
の
一
部
を
町
社
会
福
祉

⑬ 

血

圧

と

薬

協
議
会
活
動
の
な
か
で
、
老
人
福
祉
、

身
体
障
害
者
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

と
い
う
轡
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

恵
泉
保
育
園
母
の
会
様
、
澄
名
の
方

よ
り
の
ご
寄
付
は
、
善
意
銀
行
活
動
に

役
立
て
て
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
善
意
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
い

か
し
、
老
人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福
祉
、

母
子
家
庭
の
福
祉
、
交
通
遺
児
家
庭
の

福
祉
等
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
は
か

り
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
力
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
浬
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

局
を
除
く
)
の
口
座
か
ら
納
期
内
に
偶

人
事
業
税
を
自
動
的
に
納
税
す
る
仕
組

で
す
。
利
用
を
希
議
さ
れ
る
方
は
、
直

接
取
引
き
金
融
機
関
へ
由
申
し
込
ん
で
下

去、ぃ。そ
の
場
合
、
次
の
と
お
り
送
付
さ
れ

ま
す
。ω納

税
通
知
書
は
県
税
事
務
所
か
ら

本
人
へ

ω納
付
警
は
県
税
事
務
所
か
ら
金
融

機
関
へ

ω領
収
書
は
金
融
機
関
か
ら
本
人
へ

便
利
な
個
人
事
業
税
日
独
振
替
制
度

を
ご
利
用
下
さ
い
。
す
で
に
5
人
に
1

人
の
割
合
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
テ
レ
ピ

1
4口

〔
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ナ
カ
ラ
i
m型〕

(
一
八
七
、
八
O
O円
棺
当
)

大
洗
町
建
育
会

代
表
高
柳
界
一
殿

大
賞
小
学
校
へ
視
線
覚
用
と
し

て
使
用
し
て
頂
き
た
い
と
答
糾
問
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
警
籍

η
冊

(一二

O
、六
O
O円
相
当
)

大
洗
町
磯
浜
町
=
一
宅
八
番
地

茂

木

清

文

殿

教
職
員
退
職
記
念
と
し
て
社
会

教
育
推
進
の
た
め
に
と
町
中
央
公

民
館
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

⑬たばこは地元で鼠いましょう。

高額療養費支給額の計算関
( 1ヶ月ごとに計算されます)

。
高
額
療
養
費
の
支
給

150，000円・・….......3割自己負担額

51，000円・・・・・・・・…・自己負担限度額

i
支
給
額

一
つ
の
病
院
に
、
自
分
が
支
払
っ
た
額
か
ら
五
万
一
千
円
を
羨
引
い
た
額
、

た
だ
し
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
歯
科
の
差
額
診
療
な
ど
、
保
険
診
療
外
の
も
の

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

2
自
己
負
担
額
計
算
の
基
準

イ
一
臼
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
に
つ
い
て
一
ヶ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

ロ
病
院
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

ハ
間
じ
病
院
で
も
、
医
科
(
内
科
や
外
科
な
ど
)
と
歯
科
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
病
院
、
診
療
所
と
し

て
計
算
し
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
串
ぷ
告
が
他
の
科
の
診
療
を

受
け
た
と
き
は
合
算
し
て
計
算
し
ま
す
。
(
そ
の
と
き
で
も
歯
科
は
別

で
す
)

ニ
入
院
と
通
院
は
、
同
一
の
病
院
、
診
療
所
で
も
別
計
算
で
す
。

ホ
支
給
の
手
続
き
と
時
期
診
療
を
受
け
た
月
の
ニ
ヶ
月
以
後
に
、
世
帯

主
へ
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
そ
の
時
は
、
保
険
証
、
印
か
ん
持
参
の
上
、

支
給
の
手
続
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
資
格
と
属
品

会
社
退
職
し
た
持
、
転
入
、
転
出
し
た
時
、
会
社
の
保
険
が
出
来
た
持
な
ど
、

世
帯
異
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

届
山
山
が
遅
れ
る
と
保
険
税
を
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
速
や

か
に
届
出
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

① 7月 5日より 7月31日まで入院して自己負担額を30万円支払った場合

300，000円・-….......3割自己負扱額

51，000円 … … … … 自 己 負 担 限 度 額

す
。
又
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
薬

は
、
殆
ん
ど
副
作
用
は
な
い
の
で
、

一
生
欽
ん
で
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

一
血
圧
の
薬
は
欽
み
初
め
た
ら
、
一
し
か
し
、
月
に
2
1
3
度
は
血
圧

一
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
五
を
測
っ
て
貰
う
事
と
合
併
症
が
あ
る

一

う

か

?

か

ど

う

か

を

確

め

て

お

く

事

が

大

切

一
よ
く
開
か
れ
る
一
言
葉
で
す
が
、
そ
で
す
。

一
の
通
り
一
生
欽
む
心
構
え
が
必
要
で
そ
の
上
で
な
ら
、
タ
バ
コ
一
日
5

一

す

。

本

位

、

酒

一

日

一

合

位

、

そ

し

て

コ

一
そ
の
日
に
よ
り
、
血
庄
の
高
い
時
!
ヒ
!
、
香
辛
料
等
も
適
度
に
呑
ん

一
下
っ
て
い
る
時
に
は
、
薬
の
量
を
加
で
も
羨
支
、
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

一

減

し

て

も

よ

い

が

、

自

分

で

は

判

ら

一

一H
1
1
1同
i

i
一
直
川
崎
ト
は
い
)

8月分② 7月15日より 8月15日まで入院して自己負担額 7月分15万円、

15万円支払った場合

249，000円・・・・・・・・ a・・・高額療養費支給額

150，000円・・…・…...3割自己負担額

51，000円...・ H ・..…密己負担限度額

C 7月分〕

99，000円・...........・高額療養費支給額

99，000円・...........高額療養費支給額

C 8月分〕
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踊青色申告宣言の町野

推進協議会が発見

も百

去
る
6
月
3
日
、
町
商
工
会
館
で
大

洗
町
「
青
色
申
告
宣
言
の
町
」
推
進
協

議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
日

発
足
し
ま
し
た
。

従
来
、
大
洗
町
青
色
申
告
会
(
寺
内

淳
会
長
・
会
員
知
名
)
が
や
心
と
な
り
、

商
工
会
・
法
人
会
と
共
に
「
正
し
い
申

告
と
正
し
い
納
税
」
を
と
お
し
て
事
業

の
合
理
化
と
経
営
の
向
上
を
図
ろ
う

と
、
青
色
申
告
の
普
及
と
白
、
王
納
税
の

理
恕
達
成
に
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
こ
れ
を
更
に
飛

躍
発
展
さ
せ
、
今
秋
に
は
沼
市
下
市
町
村

で
は
臼
番
目
の
「
青
色
申
告
宣
言
の
町
」

議す幸吉

職
業
奉
仕

に
し
、
申
告
・
納
税
の
趣
旨
の
普
及
と

青
色
申
告
会
、
法
人
会
へ
の
加
入
の
促

進
、
更
に
は
企
業
の
伸
長
を
図
る
こ
と

に
よ
り
地
域
経
済
の
発
展
を
期
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
定
刻
の
午
後
l
時
加
分
か

ら
総
会
が
聞
か
れ
、
竹
内
町
長
を
議
長

に
、
規
約
・
事
業
計
画
・
事
業
予
算
・

役
員
選
出
な
ど
の
各
議
案
の
上
提
、
審

議
が
行
な
わ
れ
、
会
議
は
滞
り
な
く
進

み
盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
選
出
で
は
会
長
に
竹
内

町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ー
大
洗
日

i
夕
刊
リ
ー
ク

を
表
彰

「
心
の
ふ
れ
合
う
地
域
社
会
を
つ
く

ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民
の
自

治
と
連
帯
の
意
識
に
立
却
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
強
く
呼
ば
れ
て
い

(3)第139号

る
昨
今
で
す
が
、
そ
れ
を
地
で
行
き
、

地
域
で
の
各
種
奉
仕
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
続
け
る
大
洗
ロ

l
タ
l
リ
ク
ラ

ブ
(
小
松
崎
享
会
長
・
会
員
叫
名
)
で

は
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
す
で
に
恒
例

化
し
て
い
る
、
職
業
奉
仕
者
の
今
年
度

表
彰
を
去
る
6
月
9
日
の
ク
ラ
ブ
例
会

の
席
上
で
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
職
場
で
の
仕
事
や
地
域
に

お
け
る
社
会
活
動
な
ど
に
、
長
年
に
わ

た
っ
て
励
ま
れ
、
他
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度

は
町
立
高
中
学
校
で
長
年
教
鞭
を
と
ら

れ
て
い
る
、
教
務
、
王
任
の
富
田
稔
先
生

と
常
澄
村
婦
人
会
長
の
宮
部
ふ
く
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
、
小
松
崎
事
会
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
6
月
5
8
の
日
曜
日
、
夏
海
小

学
校
と
夏
海
幼
稚
園
の
建
具
等
の
補
修

作
業
奉
仕
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
建
設
工
業
会
(
問

山
勝
造
会
長
・
会
質
的
名
)
が
、
毎
年

町
内
の
保
育
所
や
小
中
学
校
を
対
象
に

建
呉
等
の
補
修
作
業
の
奉
仕
を
行
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
が
、
今
年
は
夏
海
地

区
の
番
に
当
り
、
こ
の
奉
仕
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
各
自
に
道
具

を
持
ち
よ
り
、
園
児
や
児
童
た
ち
の
開

け
閉
め
な
ど
使
用
の
激
し
い
破
損
偲
所

を
手
分
け
し
て
修
理
を
し
ま
し
た
。

作
業
は
、
教
室
・
便
所
の
山
山
入
口
戸
、

幼
稚
閣
の
棚
の
設
置
、
亀
山
文
庫
ド
ア
、

体
育
舘
ス
テ
ー
ジ
下
の
開
き
戸
、
渡
り

71< 

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
今

年
も
海
水
浴
場
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

県
立
大
洗
高
等
学
校
(
大
久
保
恵
河
校

長
・
生
徒
悶
名
)
で
は
、
去
る
6
月
日

呂
午
前
9
時
間
分
か
ら
日
持
ま
で
「
磯

浜
・
大
貫
海
水
浴
場
」
の
海
岸
清
掃
を

行
な
い
ま
し
た
。

海
岸
で
檎
山
生
徒
会
長
よ
り
「
本
校

は
創
立
以
来
海
岸
清
掃
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
挨
拶
の
あ
と
竹
内
町
長

よ
り
お
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
作
業
に
移

廊
下
の
媛
板
に
い
た
る
隅
々
ま
で
修
理

や
設
置
に
黙
々
と
作
業
、
尊
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

リ
ー
ン
作
戦

大
洗
高
等
学
校
生
徒

り
ま
し
た
。

作
業
は
、
青
年
研
修
所
下
の
堤
防
よ

り
ヶ
は
ま
ざ
く
荘
u
下
砂
止
堤
ま
で
の
約

制

m
の
区
間
を
生
徒
・
先
生
が
海
岸
線

に
横
一
列
に
並
び
陸
地
に
向
っ
て
ゴ
ミ

を
拾
う
方
法
で
行
な
い
、
生
徒
の
持
つ

ビ
ニ
ー
ル
袋
は
ゴ
ミ
や
空
缶
・
空
ビ
ン

等
で
一
杯
に
な
り
、
集
積
所
へ
何
回
も

運
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り
ゴ
ミ
が
多
い
こ
と

と、

N
H
K
テ
レ
ビ
の
取
材
と
な
っ
て
、

生
徒
達
は
ハ
ッ
ス
ル
、
ゴ
ミ
や
空
缶
、

空
ビ
ン
、
流
れ
つ
い
た
木
材
や
網
、
不

法
投
棄
さ
れ
た
の
か
冷
蔵
庫
等
の
粗
大

ゴ
ミ
が
あ
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
カ
を

合
せ
集
積
所
に
運
び
、
海
水
浴
場
は
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

美
し
い
海
岸
、
そ
の
蔭
に
は
高
校
生

を
初
め
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
及

び
各
種
団
体
の
方
々
の
美
し
い
心
と
行

動
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん。
不
法
投
棄
を
や
め
、
お
と
ず
れ
る
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
も
誇
れ
る
海
浜
に
し

た
い
も
の
で
す
。

荒
地
を
耕
す
子
供
た
ち

磯

小

勢

体

験

学

習

@ 

磯
浜
小
学
校
で
は
、

5
月
よ
り
か
ゆ

と
り
の
時
間
戸
を
利
用
し
て
、
学
校
周

辺
の
農
家
の
休
耕
地
を
借
り
て
実
習
闘

を
つ
く
り
、
勤
労
体
験
学
習
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
作
る
よ
ろ
こ
ぴ
や
収
穫
の

よ
ろ
こ
び
を
体
得
さ
せ
よ
う
と
4
年
・

5
年
・

6
年
生
を
対
象
に
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
休
耕
地
は
菊
地
喜
雄
さ
ん
(
新

町
6
区
)
所
有
の
大
洗
製
パ
ン
工
場
前

外
2
ヶ
所
〔
一
反
歩
)
を
無
償
で
提
供

し
て
く
れ
た
も
の
で
、
宅
地
に
す
る
予

定
だ
け
に
作
業
も
大
変
、
ス
コ
ッ
プ
や

ク
ワ
、
一
輪
車
、
バ
ケ
ツ
等
を
使
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
け
ら
や
石
の
除
去
、

土
の
運
搬
、
耕
や
す
子
と
そ
れ
ぞ
れ
に

係
を
分
け
、
額
に
汗
し
て
子
供
達
は
一

生
懸
命
働
ら
い
て
い
ま
し
た
。

勤
労
体
験
に
よ
っ
て
作
物
栽
培
が
容

易
で
な
い
こ
と
を
感
じ
と
り
、
食
べ
物

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
と
前
家
校
長
は
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

耕
や
し
た
あ
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
鼓

の
植
え
付
を
行
う
予
定
で
す
が
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
今
か
ら
秋
の
収
穫
が

待
ち
遠
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

T
E
L
⑦
1
5
1
1
1
・
内
線
5
3

作
品
募
集
に
つ
い
て

由
民
年
金
制
度
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
婆
領
に
よ
り
皆
さ

ん
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

。一ア
i
マ
国
民
年
金
に
関
す
る
も
の

(
国
民
年
金
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
)

@
作
品
(
規
格
、
寸
法
は
伺
い
ま
せ
ん
。
)

ァ
、
書
道

イ
、
絵
画
(
水
彩
、
水
暴
一
、
線
画
、
そ
の
他
)

ウ
、
写
真

エ
、
標
語

ォ
、
作
文
、
感
想
文
、
随
筆
ヤ

ヵ
、
詩

キ
、
俳
句
、
川
柳

。
応
募
資
格
大
洗
町
在
住
者
の
方

(
年
齢
、
性
別
は
間
い
ま
せ
ん
。
)

O

一
人
何
点
で
も
結
構
で
す
。

@
送
り
先大

洗
町
役
場
住
民
課
年
金
係

。
締
切
期
日

八
月
三
十
一
日

優
秀
な
作
口
聞
に
つ
い
て
は
、
「
広
報
お
お
あ
ら
い
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
、
記
念
品
を
鶏
皇
い
た
し
ま
す
。

。
問
合
せ
先

大
洗
町
役
場
住
民
課
年
金
係

富
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑧

ド
ν

@
あ
し

国
鉄
上
越
線
小
出
駅
ま
た
は
上
越
新
幹
線
浦
佐
駅
下
車
、
大
湯
温
泉
行
ま
た

は
栃
尾
又
行
パ
ス
で
小
出
駅
か
ら
お
分
、
浦
佐
駅
か
ら
加
分
。
む
車
問
山
下
車
、
歩

い
て
5
分。

@
ひ
と
ロ
ガ
イ
ド

こ
こ
湯
之
谷
は
古
い
温
泉
地
で
も
あ
り
、
奥
ロ
ハ
見
観
光
の
基
地
で
も
あ
る
。

こ
こ
ご
)
し
じ
」
は
米
ど
こ
ろ
、
米
の
う
ま
い
の
が
セ
ン
タ
ー
の
自
慢
。
ま
た

魚
野
川
で
獲
れ
た
鮎
の
塩
焼
さ
や
奥
只
見
の
新
鮮
な
山
菜
、
そ
れ
に
名
物
の
き

の
こ
料
理
な
ど
は
素
朴
な
妹
で
、
7
ま
い
。
近
く
に
大
浦
関
山
堂
、
円
福
寺
な
ど

の
史
蹟
も
あ
る
。

⑧
宿
泊
利
用
料
(
一
泊
二
食
税
込
)

被
保
険
者
:
:
:
:
・
問
、
五
五

O
円

一

般

j
i
-
-
-
呂
、
九
九

O
R

@
予
約
申
込
み
・
間
合
せ

亙
接
「
こ
し
じ
」
へ

一γ9
4
6

新
潟
県
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
大
字

む
ぐ
ら
さ
わ

葎
沢

T
E
L
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新
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ジメ山崎

夏
休
み
に
、
溜
や
山
へ
飛
ひ
出
す
子
供
定
ち
の
顔

抵
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
子
供
定
ぢ
ガ
非
仔
に
走
り
や

す
い
の
も
こ
の
季
館
。
非
行
に
走
る
か
走
ら
な
い
か

は
、
重
体
み
の
家
産
生
活
を
ど
う
過
ご
し
定
か
に
よ

っ
て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
子
供

に
す
る
だ
め
に
、
親
子
で
山
掛
け
だ
い
夏
休
み
の
過

ご
し
方
を
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

1 

《時

開》

約
束
し
だ
時
間
を

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見
る

時
聞
が
長
く
な
る
な
ど
、
休
み
に
入
っ

た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時
聞
の
ケ
ジ
メ

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏

休
み
は
、
遊
ぴ
に
行
っ
て
も
帰
宅
が

遅
れ
が
ち
で
す
。
門
限
を
決
め
て
、

キ
チ
ン
と
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、「ノ。
学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す

が
、
前
も
っ
て
約
束
し
た
時
間
に
は
読

書
や
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、
決
め
ら

れ
た
こ
と
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。室事

《
お

金》

計
画
的
な
使
い
方
を

臨
切
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

夏
休
み
に
な
る
と
、
子
供
は
外
へ
遊

び
に
行
く
機
会
が
増
、
ぇ
、
お
金
を
使
う

こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
無
駄
遣
い
の

習
慣
が
身
に
つ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

子
供
に
お
金
の
合
理
的
・
計
画
的
な

使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

は
、
例
え
ば
、
毎
月
決
ま
っ
た
額
の
小

遣
い
を
与
え
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。
一
定
の
金
額
の
中
で
や
り
く
り
で

き
る
基
本
的
な
習
慣
を
養
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
、
つ
。

8

《
計
画
性
》

重
体
み
怠
ら
で
は
の

臣
標
を
持
だ
せ
ま
し
ょ
う

夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物
事
の

計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
前

も
っ
て
夏
休
み
中
の
計
画
表
を
作
ら

せ
、
そ
れ
を
キ
チ
ン
と
笑
行
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
得
手
な
科
目
を
徹
底
的
に

勉
強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学
習
で
も

興
味
の
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
研
究
す
る

と
い
っ
た
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
目
標
を

持
た
せ
、
子
供
が
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
よ
う
、
応
援
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

金

《
友
達
づ
き
あ
い
》

「ノ
l
」
と
蓄
え
る

強
さ
を
持
だ
せ
ま
し
ょ
う

子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪
い
こ

と
に
ハ
ッ
キ
リ
か
ノ
j
u
と
言
え
る
強
さ

を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。
惑
い
こ
と
を

許
し
合
っ
た
り
、
い
つ
で
も
行
動
を
共

に
す
る
こ
と
が
本
当
の
友
達
づ
き
あ
い

で
な
い
こ
と
を
子
供
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や
や

も
す
る
と
子
供
を
夜
遊
び
、
盛
り
場
、

不
良
交
友
、
外
泊
な
ど
へ
と
駆
り
立
て

ま
す
。
親
は
頭
ご
な
し
に
怒
鳴
る
前
に
、

そ
れ
が
ど
う
し
て
懇
い
の
か
、
子
供
と

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
考
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

5 

《
健
康
・
安
全
》

健
康
の
あ
り
が
だ
さ
を

理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

喫
煙
、
欽
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な
ど

は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確
実
に

む
し
ば
み
ま
す
。
子
供
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
健
康
の
大
切
さ
を
話
し
て
聞
か

せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
興
味
を
持
た
せ

た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
自
転
車
の
ニ
人
乗
り
や
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
、
交

通
事
故
に
結
び
付
く
行
為
が
増
え
る
の

も
こ
の
季
節
で
す
。
事
故
に
遭
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
こ
と
を
、
子
供
に
よ
く
話

し
て
き
か
せ
ま
し
ょ
、
7
0

介'.!i;刀
i絹

昭
和
田
年
度
大
洗
町
青
少
年
相
談
員

が
新
た
に
却
名
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
化
防
止
を

図
る
た
め
の
補
導
活
動
及
び
、
青
少
年

の
住
み
良
い
社
会
環
境
の
浄
化
等
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方
が
お
り

ま
し
た
ら
各
地
区
に
青
少
年
相
談
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ

さ

い

。

(

敬

称

略

)

し
い
も
の
で
す
。

t

夏
休
み
中
は
、
子
供
は
た
い
て
い

身
近
な
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
親
に
と

っ
て
、
成
長
し
つ
つ
あ
る
子
供
の
姿

を
知
る
い
い
機
会
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
事
情
に
よ
り
ま
す
が
、
夏

休
み
の
聞
に
、
何
か
一
つ
子
供
の
心

に
思
い
出
と
し
て
残
る
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ニ
十
年
、

三
十
年
の
ち
に
も
「
あ
れ
は
私
の
小

東
京
都
立
大
学

教
授
・
心
浬
学

詫?
摩ま

学
校
三
年
生
の
夏
休
み
だ
っ
た
」
と

思
い
出
せ
る
よ
う
な
経
験
で
す
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
子
供
と
一
緒

に
親
は
よ
く
考
え
、
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
く
だ
さ
い
。
子
供
の
知
っ
て

い
る
こ
と
は
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
だ

よ
」
と
可
能
性
を
拡
大
す
る
提
案
は
、

裁
が
し
て
く
だ
さ
い
。
夏
休
み
の
し

ば
ら
く
前
か
ら
と
き
ど
き
家
族
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
そ
の
こ

JlI 苅 前 高 木 オ ィ、 自

1忌E 

キ夏 前 青 手王 柴
氏

出奇 込 島 出奇 ノ 回 五幾 回 本 島 相F 国 国

7王 '1笠 手夫木口 義 一 英 正 己 立青
名

昇 勇 夫 良日 長日 車窓 男 土佐 義 土並
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区担
I区也 釜 町 霊 前 町 沢 町 域当

と
自
体
が
楽
し
い
こ
と
で
す
。
だ
れ

も
が
試
み
る
よ
う
な
「
観
光
地
へ
の

一
泊
旅
行
」
よ
り
も
、
も
っ
と
面
白

い
こ
と
を
考
え
つ
く
は
ず
で
す
。

計
闘
が
決
ま
っ
た
ら
、
子
供
に
も

年
齢
に
応
じ
て
何
か
一
つ
資
任
を
も

っ
て
で
き
る
仕
事
を
分
担
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
も
の

を
務
、
え
る
こ
と
、
切
符
の
予
約
、
目

的
地
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
を
通
し

た
け

ι心
て

、

子

供

は

心

理

的

に

4EN特
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

続
も
ふ
だ
ん
と
は
違
う

様
子
を
子
供
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

親
と
子
の
相
互
の
環
解
を
深
め
る
こ
と

が
夏
休
み
の
課
題
の
一
つ
な
の
で
す
。

石 大 大 広 石

海沢好老

鴨 石 長 岡 関
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ご存知ですか? rくらしのなかの電気知識」

安全で合理的な電磯調理器塩からい湖は

どこにある?
Q どうして、なべだけが熱くなるの?

A. セラミック製のトッププレートの上になべを護くだけで、なべ

の底が熱くなり、中のものがぐらぐらと煮たってくる。そのく

せ、セラミックの四角い箱は熱くならない。

その秘密は穏の中の磁カ発生コイル(加熱コイル)にあります。

これは電磁誘導作用を利用したもので、このコイルから発生す

る磁カ線で、なべ滋にうず君主流が生じ発熱します。

望室磁誘導で生じたうず電流が鉄のなべ底を流れようとするとき、

抵抗熱が発生する。この熱で料理し

ぬ ようというのが、電磁調理器のしく

刈L みです。

限~V つまり、調理器そのものは磁力線を
LJ」よ刷、発生させるだけで、なべ自体が熱〈

莞~ 宙なるというわけです。

@点要タ?J佐官電気に関するお問い合わせは

£ お気軽に東京電力へどうぞ

水戸営業所 (0292)31-6311 

蝿璽雪J

や
が
て
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。
い

ま
働
き
ざ
か
り
の
人
も
、
そ
ろ
そ
ろ

高
齢
者
と
い
わ
れ
る
人
も
一
様
に
、

子
供
の
こ
ろ
の
夏
休
み
の
思
い
出
を

持
っ
て
い
ま
す
。

家

族

旅

行

な

ど

は

、

正

予

い

h
'
J丹

1
ノ
月
Q

U

9

-

A

田
回
出
比
ゆ
吹
ヴ
ナ
ん
闘
醐
〉
ヱ
十
J

い
ま
の
よ
う
に
一
般
的
』
!
ノ
4
2
1
1
6

〈
J
4
乃

-

一

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
学
校
が

休
み
だ
と
い
う
こ
と
は
、

何
と
も
い
え
ぬ
開
放
感
が
味
わ
、
え
る

も
の
で
す
。
青
い
空
、
白
い
雲
、
せ

み
の
声
、
波
の
音
、
花
火
、
西
瓜
、

お
祭
り
な
ど
「
夏
休
み
」
と
い
う
言

葉
か
ら
楽
し
い
逮
怒
が
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
。

受
験
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
近
く
に
遊
び
友
達
が
い
な
い
な

ど
と
現
代
の
子
供
の
様
子
は
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
夏

休
み
は
、
ど
の
子
供
に
と
っ
て
も
楽

は大陵の真ん中にあるものがあります。

カスピ海(ソビエト)やグレートソル

ト湖(アメリカ)などがそうです。で

も、どうして陸地の真λJ中に塩湖があ

るのでしょうか?

i坊の中には海と同じように坂からい湖

もあって、これを塩湖と呼んでいます。

臼本でも海のそばの湖には、海水の影

響を受けて塩分の多いものが多く、宍

道減(島根県)や浜名湖(静凋県)はこ

の塩湖です。ところで、外国の塩湖に

ブリカにあるカトヴェー湖などは、 1

リットルの水の中に 310グラムの塩分

を含んており、これは海水の塩分(1 

リットル中に約30グラム)の約10倍に

当たります。いったい、どのくらい塩

からいのでしょうネ。

地図で大陸の真ん中にある塩i胡を競べ

てみると、、近くに砂漠か乾燥地帯があ

ることがわかります。つまり、ひどい

乾燥地帯にある湖は、雨や)11から流れ

てくる水の量よりも蒸発してしまう量

のほうが多〈、長い間に塩分がたまっ

て塩湖になってしまうのです。中部ア
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総の風にたわむるお寄り

老人体育祭

身障者スポーツ大会
第13臨

t"' 

雨
天
の
た
め
、
一
週
間
延
期
さ
れ
た

今
年
の
老
人
体
育
祭
と
身
障
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
た
よ
う
な

五
月
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
5
月
お

日
に
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
芝
生
の

よ
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
間
と
屈
を
重
ね
て
く
る
と
運
営
も

手
馴
れ
た
も
の
で
、
定
刻
の
日
時
に
竹

内
町
長
の
挨
拶
で
間
開
会
さ
れ
た
体
育
祭

も
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も
と
に
競
技
に

入
り
ま
し
た
。
先
づ
紅
白
玉
入
れ
か

ら
始
ま
り
、
ば
ん
喰
い
競
争
・
ゴ
ル
フ

競
技
・
ど
じ
ょ
う
っ
か
み
・
そ
っ
く
り

さ
ん
大
会
な
ど
8
種
目
に
わ
た
る
競
投

は
中
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
午
後
2
時
ま

で
ゆ
っ
く
り
べ

i
ス
で
行
な
わ
れ
、
お

年
寄
り
と
身
障
者
の
皆
さ
ん
た
ち
は
、

緑
の
ジ
ュ

i
タ
ン
に
柔
い
日
ざ
し
が
い

っ
ぱ
い
に
降
り
そ
そ
ぐ
な
か
で
、
充
分

ら通う護者講習

に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
中
食
時
に
は
今
年
も
、
大
洗

町
飲
食
活
組
合
青
年
部
の
方
々
に
よ
る

「
そ
ば
・
う
ど
ん
」
の
無
料
給
食
の
奉

仕
が
あ
り
、
ま
た
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん

方
も
湯
茶
の
接
待
等
の
奉
仕
に
汗
を
流

し
て
お
り
ま
し
た
。

(5)第139.j号

去
る
6
月
6
日
、
小
松
原
児
支
公
闘

で
一
人
の
町
民
の
方
が
黙
々
と
草
刈
作

業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
人
は
、
小
沼
健
殺
さ
ん
(
斜
歳
)

〔
磯
浜
町
間
番
地
〕
で
、
孫
遠
の
遊
ぶ

公
園
が
草
で
お
お
わ
れ
て
い
る
の
で
、

自
分
の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思
い

奉
仕
作
業
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

作
業
は
、
午
前
8
時
部
分
よ
り
正
午

迄
、
延
日
日
間
行
な
い
尊
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

小
沼
さ
ん
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
公

園
で
孫
達
に
元
気
で
遊
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
笑
顔
で
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

恒
例
の
か
早
朝
ソ
フ
ト
ω

第
8
回
大

洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
(
金

井
勇
男
会
長
)
は
、

4
月
1
日
か
ら
5

月
お
日
ま
で
の
回
日
間
、
磯
小
・
南
中

の
間
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、

去
る
6
月
2
日
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
同
好
会
や
町
内
会
、

職
場
な
ど
の
お
チ
!
ム
が
参
加
し
、
親

睦
と
体
位
向
上
を
自
的
に
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、

A
-
B
の
両
リ

i
グ
に

分
け
、
総
当
り
で
毎
割
引
6
時
か
ら
7
時

ま
で
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
き
わ
や
か

な
汗
を
流
し
試
合
を
楽
し
ん
で
き
た
も

の
で
す
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

A
リ
i
グ

優

勝

準
優
勝

3

位

4

位

5

位

6

位

6

位

6

位

9

位

日

位

日

位

日

位

B
り
I
グ

優

勝

準
優
勝

権
問
工
務
広

三
勝
建
設

滝
口
ク
ラ
ブ

通

り

町

磯

節

亭

共

栄

会

サ

ザ

ナ

ミ

ト
エ
ン
テ
ィ

7

7

イ
ブ

新

友

会

ヤ
マ
ハ
チ

白

鷺
加
部
東
冷
凍

第

1

分
匝

モ
ン
ス
タ
ー
ズ

日
勝
2
敗

8
勝

4
敗

8
勝

4
敗

7
勝

5
敗

7
勝

5
欺

6
勝

6
敗

6
勝

6
敗

6
勝
6
敗

5
勝

7
欺

4
勝

8
敗

3
勝

9
敗

3
勝

9
敗

日
勝
1
欺

8
勝

4
敗

が

勝

位
松
ノ
木
ク
ラ
ブ

8
勝
4
欺

位
サ
ク
ラ
ク
一
ス
フ

8
勝
4
敗

位
寺
釜
チ

i
ム

8
勝

4
敗

位
大
洗
町
役
場

7
勝
5
敗

位
清
水
工
務
庖

7
勝

5
欺

位
東
光
ク
ラ
ブ

5
勝
7
数

位
雨
沢
チ
!
ム

5
勝
7
敗

8

位

東

宏

会

5
勝
7
敗

目
伎
ユ
ニ
オ
ン
ズ

4
勝

8
敗

ロ

位

新

和

会

2
勝
叩
敗

目

位

大

貫

工

務

広

ロ

敗

な
お
、
表
彰
式
の
席
上
で
、
早
朝
ソ

フ
ト
ボ

i
ル
大
会
の
運
営
に
献
賞
さ
れ

た
次
の
3
名
の
方
に
竹
内
町
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
婚
ら
れ
ま
し
た
。

金
井
勇
男
(
磯
浜
町
間
番
地
)

関
根
繁
(
磯
浜
軒
糊
番
地
)

川

崎

(

磯

浜

町

側

番

地

)

(
敬
称
略
)

分務3 4 4 6 6 8 8 誇れる郷土づ

くり一一ーそのた

めには、なによ

りもあなたの協力が、ぜひとも必要な

のです。

週間中は、全国から募集した小学生

の関画、中学生の作文コンクールの優

秀作品発表などが行なわれます。

盟主建設i盟関
[7丹10自-----16副

豊かで住みよ

い21一世ま己を芝Eえ

るため、夜、たち

には、まだまだしなければならないこ

とがたくさんあります。

例えば、全国の下水道普及率は、ま

だ31%、都市公園は l人当たりわずか

4・3m'、歩道なき道路が16万km・・

〈第五回〉

消防団ソフトポール大会

恒
例
の

H

大
洗
町
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ

!
ル
大
会
H

が
、
去
る
6
月
ロ
日
大
洗

高
校
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
府
消
防
団
(
谷
田
部

士
口
寂
団
長
)
が
団
員
相
互
の
親
睦
と
体

力
の
向
上
を
留
り
、
以
っ
て
消
防
活
動

に
適
応
す
る
敏
し
よ
う
な
協
同
動
作
の

練
成
に
資
す
る
た
め
に
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
第
9
屈
を
迎
え
ま
し

た
各
分
団
員
が
繋
列
の
も
と
に
、
開
会

式
が
行
な
わ
れ
、
竹
内
町
長
、
谷
田
部

団
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
試
合
に
移
り

ま
し
た
。

試
合
は
い
ず
れ
も
好
プ
レ

i
が
続
出
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
親
睦
を
深
め
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

第

4
分
団

準

優

勝

第

3
分
間

三

位

第

5
分
団

四

位

第

8
分
間

五

位

第

7
分
間

六

位

第

2
分
間

七

位

第

6
分
団

八

位

第

1
分
団

九

位

第

9
分
団

O
最
優
秀
選
手
賞

小
川
芳
夫
団
員
(
第
4
分
匝
)

恒
例
の

H

さ
っ
き
展
示
会
u

が
、
去

る
6
月
7
B
か
ら
日
日
ま
で
、
漁
村
セ

ン
タ

i
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
さ
っ
き
同
好
会
(
海

老
沢
好
一
会
長
・
会
員
訂
名
)
の
み
な

さ
ん
が
、
日
頃
丹
精
を
こ
め
て
愛
培
管

理
し
た
、
色
と
り
ど
り
の
ご
自
慢
の
η

さ

っ
き
H

を
持
ち
よ
り
そ
の
美
し
き
を
競

っ
た
も
の
で
、
今
年
の
出
口
問
鉢
叩
点
の

き
っ
き
が
豪
撃
に
咲
き
誇
り
愛
好
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

審
交
の
結
楽
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま

し
た
。入

賞
者

。
競
技
花
(
紅
梅
)

町

長

賞

田

口

O
大
輸
の
部

議

長

賞

。
中
輪
の
部

月
刊
さ
っ
き

研

究

者

賞

作
人

ιト
丸
町

村
匂
ぷ
求
作
協
仰

自告

松
葉

定
光
(
寿
光
)

関
オ良

和
男
(
月
光
)

大
洗
さ
っ
き

会

長

賞

。
小
輪
の
部

教
育
長
賞
海
老
沢
好
一
(
日
光
)

O
若
木
樹
形
の
部

間
観
光
協
飴
鴨
志
田
和
市
(
愛
の
月
)

O
小
盆
栽
の
部

高
工
会
長
賞

飛
回

芳
造
(
守
一
一
目
的
月
)

鴨
志
田
和
市
(
珍
山

缶
詰
の
自
借
を
臨
調
も
う

六
ケ
タ
の
数
字
で

年
百
円
月
耳
目
を
表
し
ま
す

缶
詰
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
間
は
中
身
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
製
造
後
、
果
物
缶
詰
は
四
年
ぐ
ら
い
、
魚
、
肉
、
野
菜
缶
詰
で
五

年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
産
缶
詰
の
製
造
年
月
日
は
、
缶
の
ふ
た
に
数
字
で
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

数
字
は
六
ケ
タ
で
す
が
、
こ
れ
は
か
二
ケ
タ
の
数
字
が
一
一
一
組
。
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。
つ
ま
り
、
初
め
の
こ
ケ
タ
が
「
年
L

を
、
次
の
ニ
ケ
タ
が
「
月
」
を
、

最
後
の
ニ
ケ
タ
が
「
臼
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
年
」
は
西
暦
か
元
号
の
い
ず
れ
か
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
、
元
号
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
西
暦
の
場
合
、
下
二
ケ
タ
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。と

こ
ろ
で
、
六
ケ
タ
表
示
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
八

O
年
一
二
月
か
ら
で
、
そ

れ

以

前

は

四

ケ

タ

の

数

字

で

表

さ

れ

て

に

い
ま
し
た
。
四
ケ
タ
表
一
万
で
出
回
っ
て

L
ヲ
人
悔
恨
滞
留

い
る
も
の
も
ま
だ
あ
り
ま
す
か
ら
覚
え
「
ア
/
み
可
才
，
J

て

お

く

と

よ

い

で

し

ょ

う

。

ペ

1
だ
い
忙
/
/
り
一
コ
一
一

四
ケ
タ
表
示
で
は
、
最
初
の
数
字
が

L
出
望
星

酋

暦

年

号

の

末

尾

、

一

一

ケ

夕

日

が

月

♂

¥

つ

一

向

(
十
月
は
O
、
十
一
月
は
Y
、

十

二

月

(

〈

吋

は
之
の
略
号
で
表
示
)
、
三
、
四
ケ
夕
日

が
日
を
表
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
輸
入
品
の
場
合
、
果
物
、
野
菜
類
に
つ
い
て
は
年
月
白
を
表
示
し
た

ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
製
造
年
月
日
が
不
明
の
場
合
は
、
輸

入
年
月
日
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
缶
の
ふ
た
に
4

記
さ
れ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
は
「
品
名
記

号
」
で
、
中
身
の
原
材
料
や
調
理
法
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

機
告
の
表
一
廓
の
読
み
方

製造工場と発売元の記号

震料の種類
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「電話お願い事醸」の贈呈について

大洗電報電話局では、ご自分で電話をかけら

れない耳や雷葉のご不自由な方が、外出先等で

電話連絡してもらいたい要件が発生したとき、

この「電話お願い手帳」を示して、容易に町民

の方々に電話連絡をお願いできるよう、大洗町

に「電話お願い手帳」を贈呈いたしました。

この手i援が一般町民の方

方から理解され、あたたか

い愛の予をさしのべていた

だけるよう、ポスター等に

より目乎ぴかけを行、ってまい

りますので、ご協カをお顧

い申し上げます。

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

開

(
無
料
〉

、

き

七
月
二
十
二
日
(
金
)

午
前
十
時
!
午
後
三
時

と

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
…
一
一
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
開
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

金
融
機
関
の
月
一
一
四

運
休
二
日
制
実
施
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
普
通
銀
行
、
相
互
銀
行
、

信
用
金
庫
等
民
損
金
融
機
関
で
は
、

本
年
8
月
か
ら
、
毎
月
第
2
土
岬
曜
日
を

間
庖
休
業
と
す
る
週
休
2
日
制
を
全
国

的
に
笑
織
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
級

合
の
金
融
部
門
の
業
務
が
同
時
に
停
止

す
る
ほ
か
、
郵
便
局
で
は
、
民
間
金
融

機
関
の
週
休
2
臼
制
に
合
わ
せ
て
、
窓

口
現
金
預
入
、
払
山
山
業
務
が
停
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
役
場
の
業
務
は
、
従
来
ど
お
り
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
毎
月
第
2
土
曜

日
は
、
公
金
の
収
納
、
支
払
、
保
管
等

で
金
融
機
関
を
今
ま
で
の
よ
う
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
金
融
機
関
の
週
休
2
日
制
実
施
に

伴
い
役
場
で
は
、
第
2
土
曜
日
の
現
金

の
支
払
は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま

す
か
ら
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
開
き
に
つ
い
て

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、
ぇ
、
町
で

は
来
る
7
月
日
日
に
大
洗
の
海
開
き
を

行
な
い
ま
す
。

今
年
も
、
町
民
の
皆
様
や
海
水
浴
客

の
皆
様
を
水
難
か
ら
守
る
た
め
、
各
種

の
安
全
対
策
を
整
、
ぇ
、
こ
れ
ら
に
対
応

い
た
し
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
海
開
き
式

7
同
月
日
日
(
金
)
午
前
日
時

於
・
大
洗
海
水
浴
場
(
都
市
公
園

事
務
所
下
)

O
海
水
浴
期
間

7
月
日
日

1
8
月
泣
日
(
幻
日
間
)

。
き
れ
い
に
し
よ
う

ぼ
く
の
わ
た
し
の
観
光
地
。

。

③共済期間一一一一一一一

毎年4月 1臼から

翌年3月31日
/途中加入門場合は申し込みの1
1翌日から 3月31自まで / 

傘万ーの時、お支払い見舞
余iま

死 亡/100万円

最高傷害/30方丹

身障見舞金/50方向

曜整会

1年間大人/600円
中学生以下/300円

暑
中
毘
舞
用
総
入
り
は
が
き
で
重
便
り
を
/

〔大洗電報電話局〕

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で

す
。
友
人
や
知
人
の
方
な
ど
か
ら
、
暑

中
見
舞
や
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
旅
先

か
ら
の
お
便
り
を
い
た
だ
く
の
は
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

六
月
十
五
日
か
ら
発
売
し
て
い
る
暑

中
見
舞
用
絵
入
り
は
が
き
は
、
裏
面
に

涼
味
感
あ
ふ
れ
る
支
の
風
物
の
絵
を
入

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
し
く
若
人
向

き
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
も
の
も

含
め
て
二
一
種
類
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の

近
況
、
旅
行
や
夏
祭
り
な
ど
の
話
題
を

添
え
た
お
便
り
に
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。七

月
二
十
三
日
は
「
ふ
み
づ
き
ふ
み

の
日
」
で
す
。

(
大
洗
町
医
内
各
郵
便
局
)

夏
季
ご
み
収
集
時
間
の

変
更
に
つ
い

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
交
通
事
情

等
を
勘
案
し
、
本
年
も
左
記
の
と
お
り

ご
み
収
集
時
間
を
変
質
し
ま
す
の
で
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
い

日一一一口問

。
期

7
月
日
日
か
ら

て

8
月
白
日
ま
で

O
収

集

時

間

午

前

6
時
か
ら

O
対

象

地

域

全

町

※
焼
却
場
へ
の
持
込
時
間
は
従
来
ど
お

り
午
前
8
時
加
分
か
ら
午
後
4
時
(
土

曜
日
は
午
前
日
時
却
分
)
ま
で
で
す
。

月分行事予定襲大洗文化セン

会事ヰ"" tヨ「内事イ握開催場所名事{峯詩書始待問日催関

料無ル 1詩吟発表会(コンクール式)ホ詩吟コンクール中央予選大会9:00 (日)3 

料無

料無

料無

料無

)
圏腕

一
数

月白
w
h
u
薗

0
6
-四

K
G
幽

(
盟

大洗町における交通事故の発生状況無料
教材費若干

j成

ム 1(ム 6) 

増前年同期

(39) 

年

(33) 

本

発生件数

会費制

町内の免許所有者で更新のため
の講習会

設にもできる務スポーツの実技
研修

電子レンジによる料理方法を学
習する

拓本、ベン習字、華道、茶道、
書道、七宝、料理~各実技講習
油絵、書道、手芸、水墨閥、陶
芸、短歌、郷土史

茨城県の考古学研究を発表し、
文化財の解明を研究し合う

カラオケによる認定会lレホ平尾高晃カラオケ認定会9:00 (日)10 

大会議室運転免許証更新講習会9:00 (水)13 

室官妻研婦人スポーツ教室13:00 16(土)， 28(木)

大会議室電子レンジ料理教室9:00 (金)22 

中央公民館( 7コース)座言轟種各
9・30
19:00 
9: 30 
13:00 
19:00 

2 (土)-28(木)

中央公民館動活五自ffiI 講各3 (日 )-31(日)

7 6 
料無護修研少、~

"" 
修研学古考9:00 2 (土)， 3 (日)

(
 

ハU( 3) 2 ( 4) 数者死 2 
1000円ノレホ県内縦新カラオケ大会13: 30 (日)17 

1 (ム 8) (55) 7 (47) 8 負傷者数

※( )内は累計を示す。

“毎月 f自は夏通安全の日"

関係者大会議室
那珂湊水産高 P T A 
大洗常澄支部総会

13・00(日)3 

“あなだが築く主主通安全"
会費制

子供を対象としてバレエの実技
を講習する

1)ハーサル室室教コニレノミ、15: 30 
7， 14， 21， 28 
(各木曜日)

あ
な
た
の
。
気
持
ち
。
を
図
っ
て
い
る
人
に

7
月
は
寸
盤
の
盟
液
期
け
合
い
運
動
L

月
間
で
す

8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / 
10 9 8 4 2 26 21 20 19 13 12 8 7 5 l 日

成 機 母 手L 機 機 育 破手百 機 成 機 日 芋L 機 日
事人 能 吉E 自E 傷すア 日 能 人 吉E 月本尚 官旨 本

病
回 性 児 窃 図 児 風咳 回 病 回 児 図

脳

ク 一 f 予干接y防d重、〈
接種予炎主主

業f室 相 健 復 復
相 接予F方

復 復
健 復

ク、y 言11 自11 司11 言11
ク、y 言11 言11

名練 談 言島 練 練 談 事重 練 練 員会 車業

成
す者る者障害

妊
生後生後 者する者j害翠 者する者F害章 生後生後

生
者する害者障

成
者する者害罪事 生後24 

主主生
者する者害障

満

者病人患

す苦 後

病者患人

後後
歳及 7 2 7 2 24 7 2 

主すで f}' カカ で でト カヵ カ で で カ カカ で

機能回
母

月l月l 

喜復回訓
機吉復回E 

月月 月

壁復刻回
機能 月 月月

機能
-ノL、

及 性 I I 及 I I 歳
ぴ 8 3 8 3 48 u' 

復殴
48 8 3 回

i米1竜 象復 カカ カカ カ カ カカ
~旦111 般 百11 月月

訓練を
月月 月 骨主

訓練を j月未荷
月月 σ〉

f主 練 σ)(1) 

練必を
σ)(1) σ〉

練を {主 (1)(1) 
練を 者

民 を 者者 者者 者 民 者者
者必 必 必 必 σ〉 必

要 要 要 要
要と 者 要

と と と と と

1 9 9 1 l 9 I l 9 1 9 l l 1 1 
受2時 11時 11時 2時 2時 2時 2持 2時 11時 2時 11時 2時 2時 2持 2時

持 15時 00E寺00時 15待。。 時 00時 15時 15時 00時 15待。。 時 15待 15時00時 15 イ待問寸15分 30分 30分 15分 30分 15分 15分 15分 30分 15分 30分 15分 15分 30分 15分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

J
購
入
科
ガ
ン
」
集
団
検
診

O
対

象

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
却
歳
よ
り
印
歳
ま
で
の
婦
人

(
検
診
人
員
3
0
0
名
、
申
込
順
)

o
日
時
及
び
場
所

8
月
目
的
日
(
水
)
大
賞
青
年
研
修
所

8
月
お
臼
(
木
)
夏
海
農
協
倉
庫
前

8
丹
羽
目
(
金
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
後
ロ
時
却
分
l
1
時
却
分

。

料

金

4
0
0
円

O
申
込
期
隈

実
施
日
の
一
週
間
前
ま
で

O
申

込

先

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
週
報
等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電
話
小
川
1
0
1
0

(6) 
0 
9 
5 
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